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　講演 3
中国・昆明における百貨店事業の展開とラオス出店について
アジア産業研究センター研究員
専修大学大学院商学研究科長・商学部教授
渡辺　達朗
　専修大学商学部の渡辺と申します。本来報告する予定の雲南省を本拠とする昆明百貨大集団の唐総
裁が、会社の事情で急に来日できなくなったという事情があり、私が代理で報告することになりました。
その前に、さきほど報告があったアリババさんにまつわる話を少し紹介させていただきます。
　今回来日いただいたおふたりは、非常に温厚でフレンドリーな方々ですが、それはアリババの企業
文化に根ざすものといえます。講演の冒頭、謝さんは私のニックネームは「コンリン」ですとおっしゃっ
ていましたが、誰もがニックネームを持っていて、仕事ではニックネームで呼び合っているので、同
僚のニックネームは知っているけれども本名は知らない、ということもよくあるそうです。社員が何
万人もいますので、社内の別の部門の人について調べようと思うと、社員データベースを使ってニッ
クネームで検索することができ、どういう顔でどういうキャリアの人かがわかるようになっているそ
うです。
　そのニックネームはどのように決めるのでしょうか。創立者のジャック・マー氏は、アリババ設立
以前から武侠小説（カンフーノベルズ）がお好きだったそうで、その登場人物の名前が使われるそう
です。謝さんの「コンリン」というニックネームは、カンフーのある集団に属する主人公に近い女性
の名前とのことです。その人は恋愛禁止を含む厳しい掟の中で、恋をして掟を破ってしまうらしいの
ですが、そういう人の名前をニックネームとしているそうです。
　どのようにしてそのニックネームを決めるのかというと、基本的に自分で選ぶのだけれども、その
ニックネームがその人にふさわしいかどうかを審査する部局があり、届出をして、その審査を通らな
ければそのニックネームは使えないそうです。こういうユニークな企業文化が社員の皆さんの雰囲気
に影響しているのだと思いました。
　さて、先ほど申し上げましたように、本来であれば昆明百貨大集団という流通コングロマリットの
唐総裁がおみえになって、講演をしてくださるということだったのですが、１週間ほど前に訪日でき
なくなったという連絡がありました。理由をお尋ねしたところ、役員の入れ替えによるとのことでした。
つまり、昆明百貨の持株会社の過半を握っているのが金融会社とのことで、唐総裁自身もその会社か
ら派遣されていたらしいのですが、その会社が人事異動を行ったそうです。すでに、講演の資料は用
意されていたので、その資料と皆さまに対するメッセージを送っていただきましたので、それに基づ
いてお話をさせていただきます。
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　講演のタイトルは「町と共に半世紀」と訳されています。元の中国語タイトルは「与城共生」です。まず、
唐総裁からの挨拶です。
　本日は中国企業を代表し、シンポジウムに参加させていただき光栄に思っております。昆百大集団
は中国西南部の雲南省昆明市に立地しています。1959 年に中国第１代大型商業企業として設立されま
した。1994 年、雲南省第１代上場企業として深圳証券取引所に上場いたしました。1990 年代末から企
業改革を行い、昆明百貨店本店Ａ館とＢ館の建て替えを行い、新たにスタートいたしました。
　昆明百貨店は半世紀にわたり経営に精励し、発展し続けております。小売経営、不動産開発、ホテ
ルデベロッパー等の分野にたずさわる大型総合小売グループです（以下では「昆百グループ」とする）。
百貨店という企業名ですが、コングロマリット企業として小売の経営以外に不動産開発やホテルデベ
ロッパーなどさまざまな事業を行っているということで、傘下には昆明百貨大樓、昆百大新天地、昆
百大新西南、昆百大新都会、昆百大新国際派という５つの直営店舗を持っています。また、百貨店以
外に、家有宝貝（家具店）、昆百大家電（家電店）、昆百大為楽超市（スーパー）、新紀元大酒店（ホテル）
という４つの直営事業を持っています。
　営業面積は合計 40 万㎡を有する一方で、テナント管理や不動産管理の面積は約 200 万㎡に達してお
り、従業員は４千人います。また、関連を含めると１万人以上の雇用を生み出しています。総資産規
模は 44 億元で、時価総額は 200 億元に達しています。なお、元を円に換算するには 20 倍弱ぐらいす
ればいいと思ってください。
　昆百グループは、雲南省をはじめとする中国西南部において商業の発展をリードし続けております。
2014 年、昆百グループは雲南省小売市場環境や自社の成長拡大の目標とともに、新たな戦略目標を公
表しました。それによりますと、小売事業を本業としながら、４つの直営事業を基盤として、歴史や
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文化を魂に雲南省の地域文化や消費習慣を深く理解した上で、雲南民族の地域文化の特色を持つ最も
よい商品やサービスを提供し、雲南地域商業のリーダー企業をめざすとされています。雲南地方とい
いますのは、少数民族が非常に多い地域ですので、いろいろな文化や民族が混ざった地域です。その
中で、そういった地域性を活かした企業経営を行っていくという趣旨だと思います。
　「小売事業への集中」という戦略の下で、2014 年昆百グループは小売事業の拡大、経営能力の向上、
不動産事業の縮小等の一連の戦略を打ち出してきました。事業の組み替えを行ってきたということだ
と思います。
　2014 年には企業の時価総額が 15 億元から 180 億元に上昇しました。この組み替えによって、急成長
を遂げているということです。2015 年には昆百グループは自ら持つ経営資源を持続的に活用しながら、
習近平総書記が昨年打ち出した「新シルクロード経済ベルト」と「21 世紀海上シルクロード」の共同
建設構想の下に、雲南省の独特な地理的特異性を活かした「走出去」戦略により、積極的に海外市場
に進出しております。
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　中央政府が発表した「一帯一路のビジョンと行動」という言葉がよく使われます。「一帯一路」は世
界最長の大回廊になる可能性があり、中国から始まり、中央アジア、東南アジア、南アジア、西アジ
アおよびヨーロッパの一部地域をつなぐことによって、東のアジア太平洋経済圏から西のヨーロッパ
経済圏を結びつける計画です。この「一帯一路」の沿線国の多くは新興国や発展途上国であり、総人
口は 44 億人、経済規模 21 兆米ドルと、この地域だけで世界の人口の 63％、経済規模で 29％を占めて
います。これらの多くは経済発展や構造転換の重要な時期にあり、地域内の活力や提携する可能性を
引き出す必要があります。多国間と共同で発展を図ることが見込まれます。国策として「一帯一路」
の政策が行われていまして、それに沿う形で昆百グループは展開しています。
　「一帯一路」の中で、中国から東南アジアや南アジア、インド洋に行くルートがこの「一帯」のルー
トです。雲南省は古代から南部シルクロードの要衝にあって、中国経済圏と東南アジア経済圏、さら
には南アジア経済圏が隣接する地域にあたります。つまり雲南省は、３つのアジアと２つの海に面す
るという独特な地理的優位性を持ち、「一帯一路」戦略の中で、最終的に決定された 18 省の１つであり、
東南アジアと南アジアに進出する優位な拠点という戦略ポジションとして国家戦略の中で位置付けら
れています。
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　南アジアや東南アジア市場に向けて、雲南省の昆明には「一縦一横の二大通路」、つまり横の通路と
縦の通路があります。そして５つの重要なサブルートもあります。それを積極的に構築しております。
一縦一横の中で横は昆明を重要な結合点とし、西に行くとミャンマー、バングラデシュ、インドといっ
た経済ルートを通じて汎アジア鉄道の西線として、昆明から西方に鉄道を建設していき、インド洋沿
岸の国に進出するという、国レベルの壮大な計画があります。さらに東アジアや西アジアに延長し、
南部のシルクロードと合流しヨーロッパやアフリカに向かっていきます。また、東に向かって国内完
備している交通網を通じて珠江デルタにつなぎ、昆明－広州－深圳の東部ルートをつくります。それ
だけ横のルートは世界を股にかけた大きなルートの一部を形成している、その結節点に昆明があると
いうことです。
　縦のルートは昆明を重要な結節点とし、南に向かって大メコン川地域と連携しています。汎アジア
鉄道の中線により、昆明からビエンチャン、バンコク、クアラルンプールといったルートにつながっ
ていく、つまりメコン地域からマレーシアの方までつながっていくということです。さらに南太平洋
に進出し、今度は海上シルクロードに合流することになります。逆に北に向かってまいりますと、昆
明から重慶、西安、あるいは昆明から成都、西安の鉄道に沿って、北部のシルクロードに直結します。
いわゆる砂漠を通るシルクロードと直結していくという壮大な話です。
　雲南省ではこのような３つの汎アジア鉄道プロジェクトが認可されており、それ以外にも対外開放
実験区や経済合作区等の建設が盛んに行われています。雲南省独特の地理的特性がありますので、昆
明の空港は第３国への乗り継ぎで非常によく使われ、「トランジット空港」として発展しているのと同
時に、72 時間以内のノービザ滞在が認可され、国や雲南省の一帯一路の新戦略の下、経済発展の優遇
策をさまざま利用することができます。そうした経済環境の下で、昆百グループは東南アジアに進出
していくことを考えています。
　実際に現地調査をした結果、昆百グループとして、今後重点的に開拓、進出していく地域としてベ
トナム、ラオス、ミャンマー、タイ、カンボジアの５カ国を選びました。東南アジアの北部ではタイ
を除いて多くの国が発展途上にあり、農業が中心で、経済インフラが脆弱です。これらの国は未開発
の自然資源を多く有しており、近年グローバリゼーションの進展とともに世界から投資が相次いでい
ます。
　これら５カ国の商業の発展状況を見てみますと、主に中低レベルに留まっています。商業施設の多
くは在来市場であり、いわゆるウエットマーケットというものです。例えばカンボジアの中央商場、ミャ
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ンマーの仰光商場があります。また、百貨店業態も発展の初期段階にあり、中高レベルの百貨店やショッ
ピングセンターは登場したばかりです。例えばイオンはカンボジアにイオンモールを出店しており、
シティマートやオーシャン・スーパーセンター、パークソンといった小売業はミャンマーに進出して
います。５カ国の中ではタイが最も経済発展が進んでおり、さまざまなモール等もあって商業も比較
的発展しています。
　2014 年、昆明百貨大グループは５カ国の商業発展状況、市場環境、競合状況、提携状況等の現地調
査を通じて、最終的にラオスを選び、ビエンチャンセンターの開発・出店を決めました。ラオスは東
南アジア唯一の内陸国で、人口は 677 万人と非常に少ないわけです。商業施設は中低レベルが中心で、
中高レベルの商業施設に対する潜在的な需要は大きいと言えます。現在、海外百貨店の多くはまだラ
オスに進出しておらず、ブランド力を持つローカル百貨店もほぼゼロの状態です。たしかに、私（渡辺）
もラオスのビエンチャンとサバナケットにまいりましたが、そのときは百貨店と呼べるものはありま
せんでした。百貨店と呼べるかどうかわからないようなお店が中国やタイの商品を中心に扱っており
まして、その多くが中低レベルにとどまっています。
　ラオスにはそれなりの購買力をもつ人々がおり、その人たちはメコン川を越えてタイに買い物に行っ
たり、遊びに行ったりしています。１人当たり GDP で見ますとラオスは非常に低いのですが、全体的
に物価水準が低いということもあり、生活レベルはそれほど低くはありません。道路沿いのレストラ
ンで食事をしていますと「お金をください」と子どもたちが寄ってきますが、その子どもたちの身な
りも比較的綺麗です。ですから、決してこの子たちは路上で寝ていたりするような子ではなく、外貨
をもらってくるようにと裏で親が糸を引いていて、仕事としてやっているような印象があります。本
当に困っている人たちもいるのだとは思いますが、全体として消費がカツカツな感じではありません。
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ここに書かれていますように、メコン川を渡ってタイで買い物や遊びに行くような富裕層もけっこう
います。農業や発電事業を通じて、それなりの外貨も稼いでいます。とはいっても、もちろんそれほ
ど豊かな国ではありません。
　ビエンチャンはラオスの首都であって、経済発展が最も速い都市です。現在の主な商圏はメコン側
沿いで、市内の中心部に位置します。ビエンチャンの商業施設は伝統的な商店がほとんどですので、
ショッピングセンター等の大型商業施設は不足しています。
　では実際にどういう商店があるかと申しますと、一部の大きな商店はローカルの生活必需品等の小
物を扱う市場です。そのうちの商店街、市場はこのような雑居ビルのような、少し薄暗いところにた
くさんの小売店が並んでいます。私もこのようなところは何軒か見ました。たしかにこういうものが
一番「発展」している小売店ではないかと思います。
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　そうしたなかで、この昆百グループが開発したビエンチャンセンターがオープンすることになりま
した。この地域は商業施設が不足しており、大きな潜在需要が存在しています。そういったことを背
景にして、一帯一路によるビジネスチャンスをつかむために、雲南省建工集団傘下の雲南省海外投資
有限公司とラオス吉達蓬集団が共同で、複合施設のプロジェクトをスタートさせました。昆明百貨店
グループはこれに入居し、第一期のビエンチャンセンターの管理・運営を受託するという立場にあり
ます。2015 年３月 28 日にビエンチャン国際商業旅行センターがグランドオープンしました。それがこ
ちらです。
　このビエンチャンセンターは、敷地面積 5 万 3,336㎡です。巨大なイオンモールに比べれば小さいで
すが、中型のイオンモールというイメージだと思います。投資総額は２億ドルにのぼり、金融やオフィ
ス、買い物を一体化した複合商業総合体としてオープンした、ラオスで最大規模の大型ショッピング
センターです。プロジェクトにはショッピングセンター、高級百貨店、映画館、四つ星ホテル、高級
クラブ、賃貸マンション等の事業が計画されていて、第１期の総建築面積が７万㎡、ショッピングセ
ンターとオフィスが入居しております。第２期はマンションの建設を予定しておりまして、第３期に
はビジネスホテルを建設する予定です。
　ビエンチャンセンターは、ビエンチャンの都市機能やイメージを大きく向上させ、ラオスが世界各
国の来賓を迎えるための施設を提供することができました。一帯一路の戦略の先行実験プロジェクト
としてラオス・中国の両国から非常に重視されています。昆百グループにとってビエンチャンセンター
は一帯一路戦略のビジネスチャンスを活用し、東南アジア市場を開拓する起点であり、海外で展開し
た大型商業施設の第１弾です。これを出発点として「大商業戦略」というものをスタートさせており
ます。ビエンチャンセンターはビエンチャン市内の中心部に位置し、凱旋門や総理官邸など、ラオス
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の特徴的な建物に隣接しております。徒歩でメコン川に行け、ビエンチャンの繁華街である本格的な
商業施設です。
　昆明百貨店はビエンチャンセンターの運営を全面的に担当しており、人員もすべて派遣しております。
　ここから先はテナントの紹介になります。ここに書かれているようなテナントが入居しておりまし
て、シンガポール、韓国、香港、タイ、中国、ラオス、インドネシア、ベトナム等の国・地域から進
出しております。４階建てで１階はこのような構成になっておりまして、２階、３階、４階はこのよ
うな構成になっております。
　ビエンチャンセンターを通して、昆明百貨グループは小売事業の海外展開を積極的に構築し、東南
アジアにおける販売チャネルを構築し、外国の特徴的な商品という経営資源を蓄積し、国内外のテナ
ントを相互の地域に誘致いたします。また、国際人材の育成にも取り組み、東南アジアの小売市場で
の展開のための基礎的条件を整えてまいります。
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　つまり、昆百グループはこれをきっかけとし、先ほど申し上げた東南アジア５カ国への展開を考え
ているということだと思います。資金力もありそうですし、中国政府と連携しながらの事業ですから、
もしかするとかなりのスピードで進んでいくかもしれないという印象を受けております。
　以上、唐総裁から送られきた資料に基づいて、ご報告させていただきました。
　ご清聴ありがとうございました。
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